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愛知健康センター

「察2目
総

健儀導幾Fが 開催される

10/23～ 24、27団 体 52名 参加

結成以来 3年 目を迎えた愛知健康セン

ターは、 『第 3回 総会』と 『第4回  い

のちと健康を守る学校』を10/23～ 24、

大山館で開催しました。

第 1日 は、第 1講 義で 「人間らしく生

き働くための労働者の権利」と題して、

西谷 敏 先生 (大阪市立大学法学部)が

お話されました。

先生は、 ド イツの労働者が取得してい

る時短や労働条件を紹介しながら、日本

の労働者の権利の現状を分析し、改善の

問題点を指摘されました。

第2講 義は、 「『改正』労働基準法の

問題点と今後の課題」と題して、佐久間

信司弁護士 (名古屋第
一

法律事務所)が

お話されました。

夕食後の交流会は、先生を囲み質問や

ら体験談など有意義な交流が行なわれま

した。

第2日 は、午前9時 から愛知健康セン

ターの 「第3回  総 会」が開催されまし

た。

中原東四郎代表理事の開会挨拶につい

で、畠山 理事の議長のもと議事がすすめ

/永井理事から、①第2年次の事業報告

②決算報告 ③ 第2年次の教訓と今後の

とりくみについて ④ 第3年次の事業活

動計画 (案)⑤ 予算 (案)な どを提案し

審議しました。

第3年次は、さらにセンターの活動を

充実していくことを確認し一括承認され

ました。

最後に、理事の選出をおこない総会を

終了しました。

このあと、午前11時から講話で 「いの

ちと健康を守る運動の発展のために」と

題して山田信也先生 (代表理事。名古屋

大学医学部教授)か らお話されました。

[代表理事]

山田 信 也 (名古屋大学医学部教授)

加藤瑠美子 (愛労連副議長)

水野 幹 男 (名古屋南部法律事務所)

中原東四員F(愛 労連顧間)

[理事]

松井 績和 (新聞労連)

神藤 常 晴 (国労愛知県支部)

加藤 雪 孝 (自治労連愛知県本部)

西本 義 弘 (医労連)

桑山 剣
一 (名高教)

石井 康弘 (全損保)

畠山 芳 春 (建設一般)

山崎富紀雄 (名南労連)

永井 和 彦 (愛労連)
られました。



天理大学 ・健康管理学 ・近藤雄二氏

「鵬」の期的な酷が明らかに
第3回 労働医学研究所総会記念講演

(NO.50か らつづく)

しかし、この法改正以降職場が大きく

変わつたとか、労働組合の取 り組みが大

きく変わったという動きは聞こえてこな

い。

労働者、労働組合の取 り組みが強まら

なければ、法改正により充実してきた

事業者の責務の内容も、職場で実効性の

あるものとして反映してはこない。

1992年、20年前に法の目的として挙げ

られた 「快通な作業環境の形成を促進す

ること」の具体的内容がやつと明らかに

され、事業者が行なわなければならない

努力義務の内容が示された。

このガイ ドラインは、OA化 やFA化

など情報化の進展にともなう労働環境や

作業態様の変化のなかで、新たに生じた

疲労 ・ス トレスヘの対応が必要だとの認

識から、① 作 業環境、② 作 業方法、

③ 疲 労回復のための休養施設、の以上

3つの面から快適職場環境の整備を求め

ている。             ノ

/佐 々木昭三 (職場の健康問題研究会)

佐久間信司 (自由法曹団)

宮崎 修
一

(愛高教)

穏松 佐
一

(生協労違)

吉サll 正春 (名水労)

近藤 直 太 (健康と家庭を守る会)

加藤 孝 夫 (民医連)

坪井 雄
一 (愛商連)

/快 適な条件というものを人間工学的な

対応策に限つた枠組みであり、最低基準

ではなく、 「職場が目標として、目指す

状態」を表わしたものである。

具体的な基準値という、数値は示され

ず、 「目指す状態」は、 「労働者が 『不

快だ』と思うことがないように」という

崚昧な主観的な言葉でかかれている。

「不快」の定義は、 「労働者が視覚や

臭覚で不快と感じる意識が出現すれば不

快を意味する」ということであり、基準

値とかかわりなく、労働者の主観 ・訴え

を手がかりに職場改善をすすめることが

できる。

このガイドラインを生かすためには、

従来の法規則準拠型の安全衛生活動でな

く、自主対応型の活動が要求されてい

る。

具体的には、 「労働者の訴え」 「作業

環境」 「働き方 (作業者特性)」 の3つ

の調査が欠かせない。

調査活動をもとに作業者特性、訴え、

環境測定の相互関連性を検討し、

① 職 場がどのように変わりつつある

のか

② 職場にどのような働きにくさが

存在するのか

③ 職場の働きにくさが、どのような

疲労や健康上の不安として顕在化

するのか

④ 疲 労や健康上の不安を防ぐには、

職場と労働をどう変えていかねば

ならないのか

という4点について労働者自身、労使

の共通認識を作り出す必要がある。

(おわり)

(6/1付 「労働医学News NO.14」転載)



愛商連と連携して健康講座棚催
8/26岡崎民商、9/5千種民商

愛知保険医協会では、名古屋北部地区

で住民の健康を守る健診活動をすすめて

いる。

中でも千種民主商工会 (千種区 。名東

区)と 連携した健診は、すでに今年の秋

で4年 目をむかえる。  ,

健診を前に、9/5午 後、千種区の第二

浩養園で健康講座が開かれた。健康講座

は、民商共済会の総会行事として行なわ

れ、59人が参加した。

講師の山本尚哉先生 (千種区)に は、

昨年から、健診活動に参加いただいてい

る。

今回は 「見える病気 。見えない向

をテーマに、山本先生はやさしく 「精尿

病 ・動脈硬化症 ・慢性肝炎など見えない

病気こそやつかいで健診の意義があるこ

と、これらの病気は完全に治すことは難

しいが、危険因子を一つひとつ除去する

ことが大事であること、そしてそれが本

人や家族、医師にとつてもいちばんうれ

しいことなのだ」と語られた。

この日の総会では昨年の健診によつて

「自覚症状はまつたくなかつたが肝臓疾

患が分かり、入院して治療」 「精密検査

の結果、腸にポリ
ープがあることがわか

り手術」などの報告もされた。

今年の秋は、千種民商と連携しての検

診は9ケ所の医療機関で実施する。

岡崎では8/28夜、岡崎民主商工会共済

会の総会が開催され、関連行事として、

/

(住友電設 KK)故 鈴木龍雄さん

団体生命保険のあり方を考える集い
11/18 pm6:00 東 別院青少年会館

鈴木さんは、名古屋デザイン博の工

事に従事してきましたが、工期に追わ

れ、点滴を受けながら連日午前8時 の

始業から午後8時 ないしは午後 11時

頃まで残業するなど、仕事は多忙を極

めていました。

1989年11月 6日、厳しい寒さのなか

気管支ぜんそくが急激に増悪し、死亡

に至ったものです。

名古屋東労働基準監督署は、労災認

定申請を受理して以来、3年 3ケ 月を

経過後、1993年 6月遺族に 「不支給」

業務外の決定の通知をしてきました。

遺族 ・妻美穂さんは1993年 8月決定

を不服として、労災保険審査官に審査

請求を提出しました。

また、名地裁にたいして 「団体生命

保険請求訴訟」をしています。これは

会社側が生命保険金を、約9.700万 円

受取 りながら遺族には10万円の死亡見

舞金を支払っただけで会社が独り占め

しているので言青求する裁判です。

(住友軽金 ・健康と家庭を守る会)

ン岡崎市で開業の若山治朗先生が 「精尿

病あれこれ」と題して講演を行なった。

岡崎市体育館第
一

会議室に集まった、

市内の商工業者約70人をまえに、若山先

生は、 「糖尿病とはどんな病気か」 「そ

の予防方法は」など病気の説明から、

インシュリン発見の歴史、文学に登場す

る精尿病の持ち主の話など、話題は広範

囲におよび、参加者もメモをとるなどし

て熱 いに聞き入 り好評だつた。

(9/15付 「愛知保険医新聞」抜粋)



「名古屋過労死を考える家族の会」

鋼榔で賊しよう|
裁判日程 (家族の会ニュースNO.2朝

名古屋地裁 (1lF・1101号法廷)

10/13(水)10:00～  渡 辺 (亘)さ ん

13:10～  植 松 さ ん

10/15(金)10:00～  鈴 木 (美)さ ん

13:30～  永 須 さ ん

10/18(月)10:00～  森 下 さ ん

(岐阜地裁です)

11/5(金 )15:00～  鈴 木 (俊)さ ん

(本人尋間です)

11/10(水)10:00～  北 □ さ ん

11/17(水)13:30～ 柏木 さ ん

(証人=学 校長です)

11/26(金)13:00～  植 松 さ ん

11/29(月)13:10～  新 井さん

12/6(月 )13:10～  渡 辺 (光)さ ん

13:10～ 松井 さ ん

※  署 名は10/31までに事務局へ

① 『労働基準法 ・労災認定基準等の

改正を求める署名』

② 『松井靖夫さんの労災認定を求め

る署名』

(送付先)

〒460名古屋市中区丸の内2-18-22

三博ビル5F

名古屋第一法律事務所内

「名古屋過労死を考える家族の会」宛

[愛高教]「 健康とス トレス」アンケキ

や子寧えでいる教職員0多忙|と|
回答者 1850人 (男1350人女 500人)

〈勤務状況について〉
●約半数近くが 1時間程度

勤務時間を超えて仕事。

●80%の 人が家に仕事を持ち帰る。

●休日をのんびり休めるのは

4人に 1人。

●約半数の人が体調が悪くても

休め (ま)な い。

〈隅 につ↓ヽて〉
●健康とは言えない人が5割 。

●健診 「指導区分」を知らない人82%。

●健康を青している人が

勤務軽減 (制限)さ れていない84%

09割 の人が仕事で疲れを感じている。

●約60%が 前日の疲れがとれないまま

働いている。女性にその傾向が強い。

● 45%が 7時間の睡眠がとれていない。

男女別では女性の方が睡眠が少ない。

●健康管理のため運動している (男21%

女19%)、 睡眠 ・食事に気をつけてい

る (男28%女 40%)、 健康診断を定期

的に受ける (10%し か意識的に受診し

ていない)、 何もしていない、できな

い (12%あ る)

●疲れの原因 ・重荷になっていることで

は 「仕事が多忙、休憩がとれない」で

33%「 人間関係」で26%、 「生徒指導

の難しさJで 26%が ワース トスリーで

す。

(愛高教 「労安■―スJNO.20.21.抜粋)


